
53 かの女は続けて言った｡悪を志向することから無縁で
はなく、自分の無実を訴えるわけではありません。主が慈
悲をかけない限り、人間の心は欲望に満ちて、それに蓋
をして防護するのは難しいのです。本当にわたしの主は
よく改める人は赦すお方で、慈悲深いお方です｡

54 ユースフの無罪と知恵が明らかとなり、その王は言っ
た。わたしの元にかれを連れてくるがよい。わたしがかれ
を召し抱えよう。そこでかれ（王）はかれ(ユースフ)と話
をし、その知識と知性が明確となったのを認めて明言し
た。「ユースフよ、今日からあなたはわたしの元で重用さ
れ、名誉を与えられ、信頼される者となった。」

55 かれは言った｡わたしにこのエジプト国の国庫と貯蔵
庫をお任せください｡わたしは真に知識もあり、慎重で、
見識もあります｡

56 このようにわれらはユースフに無罪と牢獄からの釈
放を可能にしたように、エジプトにおいてかれが、どこで
も望むところに住めるようにした｡われらは望む人に、
われらの慈悲を与え、決して善行者への報奨を無駄には
しない｡それどころか、全く欠けるところなく、完璧にそれ
を授けるのである｡

57 信仰してアッラーを畏れ、アッラーを信奉してその命
令に従い、禁則を避けている人々にとっては、来世の報
奨が現世での報いより良いのである｡

58 ある日、ユースフの兄たちが来て、かれの前にまかり
出た｡かれはかれらを認めたけれど、かれらは昔彼を井
戸に投げ入れてから長年経過していたので、かれに気づ
かなかった｡

59 かれはかれらに食糧を与えてから、その父親の所にも
う一人の兄弟がいると言うのを聞いて言った｡あなた方
の父から、もう一人の兄弟(ビン・ヤーミン)をわたしの元
に連れて来い｡そうすればラクダの荷物もさらに追加さ
れよう｡あなた方は、わたしが目一杯に計量したのを、そしてまた、わたしが最良のもてなしをする者であることを見なかったのか｡

60 でもあなた方が、かれを連れてこないならば、あなた方はもう一人兄弟がいるということに嘘をついたことになるので、わたしの
所でもう計ってもらえず、わたしの国に近づくこともできないのだ｡

61 かれらは言った｡わたしたちはかれ(ビン・ヤーミン)のために、かれの父を説得します｡精一杯、必ずやります｡

62 それからユースフは、かれの部下たちに言った｡かれらの商品を再びかれらの袋に入れて戻して置け｡そうすることで、かれらは
自分の家に帰ったとき、自分の商品を納めていなかったことに気づいて、兄弟と共に戻ってくるだろう｡そうして自分たちの身の潔
白を示し、商品を受領してくれと願うに違いない｡

63 それでかれらは父のところに帰ると、ユースフの歓待ぶりを話した｡わたしたちの父よ、わたしたちは(これ以上食糧を得るため
の)計量を拒否されました｡だから、わたしたちの弟(ビン・ヤーミン)をわたしたちと一緒に送り出してください｡そうすれば計量して
もらえるし、他方わたしたちはしっかりかれを守ります｡

本諸節の功徳:
●信者の敵の一人は、一番身近にいる自分自身であるかもしれない｡だからそれを監視し、その逸脱を矯正しなければいけない｡
●高位を占める人に知識と信頼性が備わっていれば、民衆は安心できる｡
●来世におけるアッラーの恩寵は、信仰する人たちにとっては(現世のものよりも)、より善くて、より永続し、より好ましいものであ
る｡
●より善いことと改善を求め、その必要があるならば、地位を求め、自画自賛することも是認される｡

۹۲
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64 父親(ヤアクーブ)は言った｡わたしは以前、かれの兄(
ユースフ)についてあなた方を信用したように、かれ(弟)
についてあなた方を信用できるだろうか｡その時は、信用
もし、あなた方はかれを守るとも言った｡しかしそれに反
したので、もう信用もできないのだ｡他方、アッラーは最
高の守護者で、かれこそは慈悲ある存在の中で最も慈
悲深いお方なのだ｡

65 かれらが食料の荷物を開くと、商品がかれらに返され
ているのを見つけた｡かれらは言った｡わたしたちの父
よ、わたしたちは(この上)何を望みましょう｡わたしたち
の商品が自分たちに戻されているのは、かれの配慮で
す｡わたしたちの家族に(もっと)食糧がもらえ、さらにわ
たしたちは弟を守り、ラクダ１頭分の増量を得るでしょう｡
そのくらいの計量は、あの王には容易でしょう｡

66 かれ(ヤアクーブ)は言った｡(死あるいは敵兵などに)
取り囲まれて動きが取れないとき以外は、あなた方がか
れを連れて戻ると、アッラーにかけて約束しない限り、わ
たしはかれをあなた方と一緒に送り出しはしないだろう｡
こうしてかれらがかれ(ヤアクーブ)に誓ったとき、かれは
言った｡アッラーは、わたしたちの言うことの証人だ｡

67 またかれ(ヤアクーブ)は助言として、次のように言っ
た｡わたしの息子たちよ、一つの門から(町に)入ってはい
けない｡別々の門から入りなさい｡そうしないとあなた方
を襲おうという人がその害を全員に広めることとなる｡し
かしアッラーが望まれる害まで防ごうというものではな
い｡またアッラーが望まれない利益を与えるものでもな
い｡裁定は、ただアッラーにのみあり、わたしはかれを信
頼する｡信頼する人は、かれにこそ頼りなさい｡

68 かれらは親愛なるもう一人の弟と共に旅をして、父の
命じたように、別々の門からエジプトの街に入った｡その
ようなことをしてもアッラーの定めを変えるものでもない
が、それはヤアクーブの親切心からの忠告であった｡か

れもアッラー以外の定めはないことを知っており、またわれらが教えた信仰や天命のことや警戒の仕方を知っているが、人々の多
くは知らなかった｡

69 さてかれらがユースフの前にまかり出たとき、ユースフはその弟(ビン・ヤーミン)をかれの方へと(他の兄たちと分けて)迎えて、
そっと言った｡わたしはあなたの兄ユースフである｡だから今までかれらがしてきた、害悪や嫉妬やわたしを井戸に投げ入れるとい
った酷いことに、心を悲しませてはいけない｡

本諸節の功徳:
●裏切った人には警戒するようにと、アルブハーリーとムスリムの伝える真正な預言者伝承には、「信者は同じ穴で二度刺されるこ
とはない」とある。
●予防線を張るには、誓約を取る方法がある｡つまり誰かが信託されたものを約束どおり守るかどうか信頼性に不安があれば、そ
のための誓約を取ればいい｡
●誓約を取るときに、その人の能力を超えていると思われる物事は、誓約の例外とすることができる｡
●問題が起こらないよう予め警戒することも、予防線を張るうちに入る｡

۹۳
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70 ユースフは、かれらに食糧を与えてから、弟の荷物袋
の中に食料を計量する王の盃をそっと入れさせた｡実は
それは弟を残らせるためであった｡一行が帰省のため出
発したところ、追手の男が呼びかけた｡隊商よ、あなた方
は泥棒だぞ｡

71 かれら兄たちは振り向いて言った｡そして兄たちは、
あなた方は何をなくしたと言うのか、と問うた｡

72 かれら追手たちは言った｡わたしたちは、王の盃をな
くした｡それを調べる以前に持って来た人には一頭のラ
クダ積載分の食糧が与えられるだろう｡わたしが保証す
る｡

73 ユースフの兄たちは言った｡アッラーにかけて誓う｡わ
たしたちは、無罪であり、この国で悪事を働くために来
たのではないことは、あなた方がご存知のところ｡わた
したちは泥棒ではない｡

74 かれら追手は言った｡あなた方が盗みはしないという
ことについて、嘘つきであったら、その盗みの応報は何
としようか｡

75 かれら兄たちは言った｡その応報は、荷物袋の中から
王の盃が発見された人を奴隷として提供するのだ｡つま
りその人が、応報なのだ｡このように、わたしたちは盗み
を行なう人に報いる｡

76 一行がユースフの元に戻ったので、それでかれは、
弟の荷物袋の検査の前に、策として兄たちの荷物袋をま
ず調べ始めた｡そして結局弟の荷物袋から、王の盃を取
り出した｡このようにわれらは、盃を隠すことや犯人を奴
隷として留めおくことなど、ユースフに策略を授けた｡も
し奴隷にしないで鞭打ちや罰金で済ませるように、アッ
ラーが御望みだったならば、かれはその弟ビン・ヤーミ
ンをエジプト国王の法律の下で、抑留することができな
かったのだ｡われらは望む人の位階を高める｡知識ある人の上にはさらによく知る人がいるが、しかし知識あるすべての人の上に
は、全知なる方がいるのである｡

77 兄たちは言った｡もし弟が盗んだとすれば、かれの兄ユースフも以前、確かに盗みをした｡しかしユースフは、それを自分の心に
秘めて、かれらに秘密を明かさなかった｡そしてかれらの嫉妬と悪態こそは罪であり、アッラーこそはかれらの虚偽を一番よくご存
じだと、そしてアッラーが、あなた方の作りごとを最もよくご存知だと、ユースフは一人心の中で言った｡

78 かれら兄たちは言った｡大臣(ユースフ)よ｡弟にはとても高齢の父がいて、かれをとても好んで愛しています｡だから、かれ(弟)の
代りに、わたしたちの一人を拘留してください｡わたしたちはあなたが理解ある善良な方とお見受けする｡だからどうか善処くださ
い｡

本諸節の功徳:
●真実実現のための策略の報いは、周囲の人に被害を及ぼさないことが条件である｡
●ものを失った人がそれを見つけた人への報酬を定めることは、その価値や形状をはっきりさせれば許される｡
●被害を無視し、それを公表しないことは、美徳の一つである｡

部 13244ユースフ章



79 ユースフは、アッラーに加護を求めて言った｡わたし
たちの所有物を取り出した人(弟)ではない者を、わたし
たちが拘留するとすれば、それではわたしたちが不正を
行なう人になるだろう｡無罪の人を罰して、有罪の人を放
免するのだから｡

80 そこで兄たちは、弟の身柄釈放をあきらめて、かれら
の間だけで密談した｡かれらの中の最年長の人が言っ
た｡あなた方の父がアッラーの御名の下に、不可抗力で
なければ弟を守るという約束を結び、また以前、あなた
方がユースフのことについて父への約束を守れずに誤
りを犯したことを知らないとでも言うのか｡だから父がわ
たしを許すまで、わたしはこの国を離れない｡またはアッ
ラーが弟を連れ帰すように、命じるまでは離れない｡か
れは、真実と正義で裁かれる、至高の裁決者なのだ｡

81 あなた方は父の元に帰って言いなさい｡わたしたち
の父よ、あなたの息子(ビン・ヤーミン)は、本当に盗みを
し、かれの荷物から盃が見つかったので、エジプト王に
奴隷として拘束されました｡わたしたちは、知っているこ
との他に証言できません｡かれが盗んだとは知らなかっ
たし、もし知っていたならば、かれを連れ帰るような約束
はしなかったでしょうと｡

82 それで疑うならば、わたしたちがいた町の人々とわた
したちが一緒に旅した隊商に質問して下さい｡わたした
ちは盗難に関して、正直なのですから｡

83 ヤアクーブは言った｡いいや、それは嘘だ、ユースフと
同様に、あなた方の邪悪な心が自ら事件を引き寄せた
のだ｡しかし忍耐こそ美徳である｡アッラーが、かれら(ユ
ースフ、ビン・ヤーミーン、長兄)をわたしに送り返される
よう願う｡かれは誠に全知かつ、事態の仕切り方におい
て英明な方である｡

84 ヤアクーブは、かれらユースフの兄たちから離れて言
った｡ああ何と、ユースフの可愛そうなことよ｡するとかれの両目は、激しく泣いたので黒目が白くなった｡かれは悲痛と不安の底に
いたのだった｡しかしそれは人々には見せなかった｡

85 かれら兄たちは言った｡アッラーにかけて誓う、あなた(ヤアクーブ)はユースフを思うことを止めないならば、重態になるか死ん
でしまうでしょう｡

86 かれは言った｡わたしはアッラーに対して、自らの悲痛と不安を訴えているだけだ｡わたしはアッラーの親切さ、善良さ、困った人
への応答、被害者への報いといったことからして、あなた方が知らないことを、アッラーから教えられて知っているのだ｡

本諸節の功徳:
●他人の罪で無罪の人を捉えることは許されない｡他人の罪を転嫁することはできないのだ｡
●美しい忍耐とは、訴えがアッラーにだけしか向けられていない場合である｡
●信者はアッラーがその苦痛を除いて下さることを、完全に信じる者である｡

۹٥
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87 わたしの息子たちよ、ユースフとかれの弟を探しに
出かけろ｡アッラーの救済は来ず、人々の苦悩は解消さ
れないのではないかと絶望してはいけない｡そうする
のは、不信仰者である｡かれらはアッラーの力の絶大さ
や、僕に対するひそやかな恩寵を知らないのだ｡

88 それでかれらは父親の言うことに従って、ユースフの
元にやって来て言った｡大臣よ、災難(飢饉)と貧困がわ
たしたちと一族を襲ったので、粗末な品物を持って参り
ましたが、どうか以前同様に十分に食糧を計量し、粗末
な品物を大目に見て、わたしたちに慈悲ある施しをして
頂きたい｡誠にアッラーは施しを与える人に、最善の報い
をされます｡

89 かれ(ユースフ)は、人情が湧いてきて、自分はユース
フであることを明かしつつ言った｡どのような結果になる
かも知らないで、あなた方がユースフとかれの弟にした
ことを、あなた方は知っているな｡

90 かれらは驚いて言った｡それではあなたは、ユースフ
なのですか｡かれは、わたしはユースフだと言った｡そし
てこれはわたしの弟だ｡確かにアッラーはわたしたちに
恩恵を与えられて、地位も高められた｡誠にアッラーを畏
れ、命令に従い禁則を守り、苦難を耐え忍ぶ人には、アッ
ラーは善行者への報奨を拒否しないどころか、そういう
人のために報いを確保されるのだ｡

91 かれらは言った｡アッラーにかけて誓う、確かにアッラ
ーは、あなたに完璧さを授けられて、あなたをわたした
ちの上に引き立てられた｡わたしたちは本当に罪深く、
不服従な者である｡

92 かれ(ユースフ)は言った｡今となっては、あなた方に
咎(とが)めはなく、懲罰や非難もない｡アッラーはあなた
方をお赦しになったのであり、かれは慈悲あるものの中
でも、最も慈悲深いお方なのである｡

93 父親の目に何が起こったかを知った時、ユースフは自分のシャツを持って行きなさい、そしてそれをわたしの父の顔に投げかけ
なさい、かれは視力を回復するでしょうと言った｡それからあなた方の家族全員で、わたしのところに来なさい｡

94 隊商がエジプトから出発し、人里を離れたとき、かれらの父はそこにいた息子たちや同郷の人々に言った｡たとえあなた方がわ
たしヤアクーブを老いぼれと思って、何を言っているのか、などと言おうが、確かにわたしにはユースフの匂いがするのだ｡

95 かれらは言った｡アッラーにかけて誓う、それはあなたのユースフに関する勘違いで、再びかれと会えるという昔からの幻想で
ある｡

本諸節の功徳:
●ヤアクーブが苦難に責められ続け、年よりになっても、アッラーに関する知識と楽観性は変わらないのは、素晴らしい｡
●間違いをしてもそれを悔い改めて、害を与えた人の赦しを請うことは、善い行いである｡
●現世と来世において、最高の位階を得るのは、アッラーを畏れて忍耐強くする人である｡
●特に可能な時には、人が誤るのを受け止めて報復せず、過ぎたことでは責めないことである｡
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96 それから吉報を伝える人が帰って来て、シャツをヤア
クーブの顔に投げかけると、すぐにかれは視力を回復し
た｡かれは言った｡わたしはあなた方に言わなかったか｡
あなた方が知らないような、アッラーの優しさと善を知っ
ているのだ｡

97 かれらは言った｡わたしたちの父よ、わたしたちのユ
ースフとその弟に対する罪が赦されるよう祈願してくだ
さい｡わたしたちはかれらにしてきたことで、本当に罪深
い者ですから｡

98 ヤアクーブは言った｡わたしはあなた方のため、わた
しの主に赦しを願おう｡誠にかれこそは、改心する信者
にはよく赦すお方であり、慈悲深いお方なのだ｡

99 その後、かれらがユースフの元に来たとき、かれは両
親を迎え、そして兄たちと家族に言った。アッラーが御望
みならば、安全で何ら危害もなく、エジプトにお入りなさ
い｡

100 かれは両親を高座に上らせた。すると両親や兄たち
全員は膝をついてかれに頭を下げた。それはかれらの
法では、敬意の表明として許された行為であり、崇拝行
為ではなかった。そしてかれは言った。わたしの父よ、こ
の跪（ひざまず）いたことが以前のわたしの夢（11の星
と太陽と月）の解釈です。わたしの主は、それを正夢にし
ました。確かにかれは、わたしを厚遇してくれました。牢
獄からわたしを出し、悪魔がわたしとその兄弟との間に
不和を引き起こした後、砂漠からあなた方をエジプトに
連れてきたのです。真にわたしの主は、御望みの人に限
りなく親切な方。かれこそは僕の状況について、全知か
つ英明なお方なのです。

101 わたしの主よ、あなたはわたしに権能を授けられ、
夢の解釈を教えてくれました｡諸天と地の事例もないよ
うな新たなものの創造主よ、あなたは現世と来世での

わたしの擁護者です｡わたしを生涯の終わりまでムスリム(主に従順な人)として死なせて、また天国の一番高い所におわします、
祖先その他の正しい預言者たちの仲間に入れてください｡

102この物語はわれらが、あなた(ムハンマド)に啓示したあなたが知ることのなかったお告げである｡ユースフの兄たちがかれを
井戸へ投げ入れ、その悪巧みを策謀したとき、あなたはかれらとその場にいなかった｡しかしわれらはそれをあなたに、啓示したの
だ｡

103たとえあなたがどれだけ努力したとしても、人々の多くは信心を持たないだろう｡それについては失望することはないように｡

本諸節の功徳:
●両親に努めて孝行し、敬うことは義務である｡彼らに喜びをもたらす吉報を伝えることを急ぐのも、そのようなことの１つである。
●悪魔に警戒すること｡愛する人々の間に争議が持ち上がるように、努める人にも警戒を｡
●現世や来世でどのようにうまくいっても、それは至高なるアッラーの恵みであること｡
●アッラーに祈願することは、最良の結末、平安、最後の審判での勝利、そして楽園では正しい人たちと一緒にいられることであ
る｡

۹۷
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104使徒はクルアーンや教化に対し、どんな報酬もかれら
に求めないし、クルアーンは全世界の人たちへの諭しに
他ならないので、かれらも理性を働かせれば、あなたを
信じたはずだ｡

105諸天と地の間には、実に多くの印があるが、かれらは
それ(印)を見ているにも関わらず、結局それらの熟慮に
背を向けて、見向きもしないのだ｡

106 かれらの多くは、アッラーに多神を配することでし
か、かれを信じない｡創造主であり供給者、生死をもたら
す者なのに、かれに偶像などを配する｡あるいは子供が
いるとか言い出す始末｡

107 かれらは、押し返すことのできないアッラーの罰が突
然に襲ってこない、または気づかない間に突然その時(
最後の日)が来ないと、安心していられるのか｡それだか
ら不信仰のままなのか｡

108 使徒よ、言え。これが人々を招いている、わたしの道
であると。わたしとわたしに従う人たちは、明らかな証拠
（洞察）の上に立って、アッラーへと人々を導き、招くの
だ。アッラーに称賛あれ。かれの荘厳さに相応しくない
ことや完璧さを否定するようなことから、かれは無縁な
御方なのだ。わたしは多神教徒ではない。わたしは、唯
一の神を信奉する者たちの一人である。

109われらがあなた以前に遣わし、われらが啓示を授け
た人たちは、すべて天使ではなく人間であり、町の住民
であり、砂漠の民ではなかった｡かれら住民は地上を旅
して、かれら以前の人たちの末路が、どのようであった
かを見なかったのか｡かれらは使徒たちを嘘よばわり
して滅ぼされたのである。アッラーを現世で畏れる人に
は、確かに来世の住まいこそ最善である｡その方が良い
と気が付かないのか、信奉するようにとの命令に従い、
そしてはアッラーに同列者を配することなどの禁じられ
たことからは遠ざかることで、あなた方は身を守らないのか｡

110遣わした使徒たちの敵に対しては、(アッラーの)懲罰はゆっくりとやって来るのであり、早急に下ることはない｡その破滅が迫る
まで、徐々にされるのである｡使徒たちが希望を失って、敵が懲罰や報奨のことで使徒たちは人々に嘘をついたと思い込んだ後
に、われらの助けがかれらに届き、不信仰者が懲罰を被ることとなる｡こうしてわれらが望む人だけが救われ、罪深い人はわれら
の懲罰から逃れることはないのである｡

111確かにこれらの使徒とその民の物語の中には、ユースフとその兄弟の物語と同様に、健全な思慮ある人々への教訓がある｡クル
アーンにあるこれは捏造された物語ではなく、それ以前の(啓典)の確証であり、万事の詳細な解明であり、また信仰する人たちへ
の導きと慈悲なのだ｡そしてかれらこそは、クルアーンから最も受益する人たちである｡

本諸節の功徳:
●至高なるアッラーが特定の目的や統治のために、預言者に不可視界の知識の一部分を教えられるのは、その恩恵でもある｡
●唱道者は人の心まで変えることはできないし、あるいはかれらを信仰させることはできない｡事実大半の者は、導かれた人たち
ではない｡
●アッラーが創造主であるとの印と、あらゆるところに広がるアッラーの唯一性の証拠から背く人たちに対する非難、叱責｡
●｢これが人々を招いている、わたしの道である｣(108節)には、人々への唱道の仕方が種々示されている｡ア.方途の存在｢アッラー
に招いている｣、イ.その方途は知識に基づいている｢証拠(洞察)に拠って｣、ウ.唱道者の存在｢導き｣、エ.　唱道される人の存在｢わ
たしに従う人｣である｡

部 13248ユースフ章



13．雷電章（アッ・ラアド）
マデイーナ啓示

本章の趣旨:
　アッラーの偉大さを示す表象についての説明を通
し、啓示や預言者性を否定する人たちへの反論がなされ
る。

説明:
1 アリフ・ラーム・ミーム・ラー　雌牛章の初めで、同じよ
うな成句について述べた｡本章やクルアーン全体は、啓
典の印であり、そこには不確かさはない｡それは主から
の啓示であるが、しかし人々の多くは、頑固さと自負心か
ら信仰に入らない｡

2 アッラーこそは、あなた方の眼に映る柱もないまま、諸
天を高く上げた方である｡それからかれは玉座につき、
太陽や月を従わせ、被造物に役立たされた｡アッラーだ
けに知られる、ある定められた期限で運行されている｡
かれは意のままに万物を統御し、種々の印を詳しく述べ
る｡そうすることであなた方が、最後の審判において自
分の主と会うことを確信するためである｡

3 かれこそは大地を広げ、そこにしっかりと山々を配置
した御方である。それで人々を安定させ、人間や家畜、畑
にとって必要な水を得られるよう様々な川を置かれた。
またかれはすべての果実を動物のように、一対（雌雄）
にした。また夜でもって昼を覆う。実にこれらの中には、
アッラーの創造に関して熟考する人々のための印と証が
ある。かれらこそ、そうした印や証の数々を役立てること
のできる人たちなのである。

4 また地上には、隣り合う地域にある、ブドウの園、穀物
の畑、一つの根から二つの幹が出たナツメヤシや、そう
でない別々の根を持つものがある｡隣同士であり、同じ
水が引かれても、われらはあるものを、他のものよりも良

い味にする｡本当にこの中には、理性ある人々への印があるのだ｡そういった人たちが、注意を払うからだ｡

5 もしあなた(ムハンマド)が驚くとすれば、かれらの復活の拒否とその拒否の証拠として挙げられるものである｡かれらは言う、わ
たしたちが死んで土となり、腐敗してバラバラになった後、それでもわたしたちは本当に新しく創造されるのか｡これらはかれらの
主を信じない人たちで、その死者復活の力も信じないのだ｡かれらは地獄の仲間で、その中に永遠に住むのである｡かれらはそこ
で消滅することもなく、懲罰の終わりもないのだ｡

本諸節の功徳:
●アッラーの能力の偉大さを確認し、支柱もない天空の創造と、その凄さと広大さに驚嘆する｡
●アッラーの支配の強力で完璧なこと｡小さな種子から巨大な樹木を育て、そして同じ水と太陽の光でもって、様々な果実や穀物が
育つこと｡それには多くの色や味わいもある｡
●もともと無であったところが、小さな種子から巨大な樹木が育つことには、復活を拒否する不信仰者に対する反論が含まれてい
る｡人体の諸部分が地中でバラバラになっているのを集めなおして、存在したものから新たに再生することは、無から種子を抽出
するよりは容易である｡
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6 使徒よ、多神教徒たちはあなたに、早く罰を下してみ
よと言う｡かれらは、アッラーが定めた恩恵が全うされ
る前に、それ(罰)がかれらに下されることを待ち遠しく
思う｡かれら以前にも、同様に嘘をついた共同体に罰が
下ってきたというのに、かれらは教訓を得ないのか？使
徒よ、あなたの主は人々の不正にも関わらず、寛容なお
方｡かれは、かれらが悔悟することを望まれるために、か
れらへの罰をお急ぎにはならない｡しかしかれの罰は、
悔悟することなく不信仰にこだわる者たちには、強烈で
ある｡

7 アッラーを否定する者たちは、頑迷にも背を向け続
け、こう言う｡｢主はなぜ、ムーサーやイーサーに下したよ
うな印を、ムハンマドにも下さないのか？｣使徒よ、あなた
は人々にアッラーの罰を恐れさせる警告者に過ぎない｡
あなたにはアッラーから授かったもの以外の印はないの
だ｡あらゆる民には預言者がおり、かれらに真理の道を
示し、導くのである｡

8 アッラーはすべての女性がお腹に宿すものと、それに
ついてのすべてをご存知である｡かれは増減・健康・病
気といった、子宮内で起こるすべてのことをご存知であ
る｡すべての物事はかれの御許で定められており、それ
を超えることも下回ることもない｡

9 アッラーは、被造物の感覚で捉えることの出来るもの
も出来ないものも、全てご存知｡かれはその属性・美称・
行動において偉大であり、その本質・属性においてあら
ゆる被造物の上にある｡

10 かれは秘密も、密やかなものもご存知である｡人々
よ、あなたがたが言葉を潜めても、露わにしても、かれの
知識においては同じこと｡人目につかず夜の闇に隠れる
ものも、昼の明るさの中で公(おおやけ)に行うものも、か
れの知識においては同様なのだ｡

11 アッラーには、人間を次々と訪れる天使たちがいる｡ある者たちは夜に、ある者たちは昼にやって来る｡かれらはアッラーのご命
令のもと人間を守るが、それもまたアッラーが定めた範囲内のこと｡また、かれら天使たちは人間の言動を記録する｡アッラーは、民
が感謝すべき状態を自分たちで変えてしまわない限り、よい状態から好ましくない状態へと変えてしまったりしない｡また、アッラー
が民に対して破滅をお望みになれば、それを押しのけることが出来る者もいない｡人々よ、あなたがたにはアッラーの他、あなたが
たの諸事を担ってくれる守護者はいないのだ｡ゆえに降りかかる試練から逃れるため、かれにこそ避難せよ｡

12 人々よ、かれこそはあなたがたに稲妻を見せ、それによって雷鳴への恐怖と、雨への希望をあなたがたに与えるお方｡かれこそ
は大雨を湛える重厚な雲をお作りになるお方である｡

13 雷はその主を称賛する。そして天使たちもまた、恐怖と、偉大に思う心から、その主を讃える。かれは、不信仰者たちがアッラーの
唯一性に関して議論している間に、焼き尽くす雷をお望みのものへと送り、滅ぼしてしまう。アッラーは強力な力をお持ちの御方で
あり、お望みのことは必ず成し遂げられるのである。

本諸節の功徳:
●アーダムの子孫の罪に対する、アッラーの赦し深さと寛容さ｡かれらが使徒や預言者たちに対して高慢かつ挑発的であるのに、
アッラーはかれらに糧や健康をお恵みになり、寛容にして下さる｡
●胎内の闇に関する、アッラーの知識｡かれは膣の中に入った精子のことについてもご存じであり、その性別、その者に訪れる健康
や病気、糧、寿命、不幸な者となるか幸福な者となるかといったことについても、余すことなくご存知である｡
●アッラーのアーダムの子孫に対する関心の高さ｡人間を守ったり、その言動を記録したりする天使たちの存在の確証｡
●導きの原因となることを行うたび、アッラーは僕をよりよい状態へと変えて下さる｡つまり導きを獲得するには、導きに関する説明
がなされ、それに従う必要がある｡

۱۰۰
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14 アッラーだけに唯一性への招きは属し、誰もそこに共
同しない｡多神教徒たちがかれをよそに祈っている偶像
は、祈りに応じてはくれない｡かれらがそれらに祈る様
は、喉を乾かせた者が水を飲もうと手を伸ばしても、届か
ないようなもの｡偶像は害益を持たないのであり、そのよ
うなものへの不信仰者の祈りは的外れなのだ｡

15 天地にあるすべてのものは、アッラーだけに従ってサ
ジダ(平伏)する｡信徒も不信仰者もそうなのだが、信徒
は自発的にそうし、不信仰者は嫌々そうする｡しかし天性
は、自ら望んで主に従わせようとするのだ｡すべての影
ある被造物の影もまた、昼の始まりと終わりに、かれに
服従する｡

16 使徒よ、アッラー以外のものをかれに並べて崇拝する
不信仰者たちに、言え。「天地の創造主、それらを司る者
は誰か？」使徒よ、言え。「アッラーがそれらの創造主であ
り、司る者。あなた方もそれを認めている。」使徒よ、かれ
らに言え。「あなた方はアッラー以外の、不能な守護者た
ちを選んだのか？それらは自分たちに益をもたらすこと
も、害を防ぐことも出来ないのに、自分以外のものに対
してそうすることなど出来ようか？」使徒よ、言え。「英知
に対して心眼の閉ざされた不信仰者と、心眼によって導
かれる信徒は、同等だろうか？闇である不信仰と、光であ
る信仰は同じだろうか？かれらはアッラーの創造におい
て、アッラー同様の創造をする共同者があるとし、それで
アッラーの創造と共同者の創造の見分けがつかなくなっ
てしまったのか？」使徒よ、言え。「アッラーだけがすべて
の創造主で、共同者など一人もいない。かれは神性にお
いて唯一で、ただ一人崇拝に値する御方であり、すべて
のものを制圧される御方である。」

17 アッラーは、虚妄が消え、真理は留まることのたとえと
して、天から降る雨を挙げる。それはその大小に応じて
谷を流れ、くずや泡を表面に湛える。また、別のたとえと
して、人々が身にまとう装飾品を作るために、ある種の貴

金属に火をつけて溶かすことを挙げる。泡が表面に浮かぶように、その中の泡も浮かぶ。アッラーはこの二つで真理と虚妄のたと
えを挙げるのだ。虚妄は、水に浮かぶくずや泡、金属を溶かすことで解離する錆（さび）のようなもの。真理は、飲用にでき、果実や
草を実らせる澄んだ水、溶かした後に残って人の役に立つ金属のようなもの。このように真理と虚妄を明らかにするため、アッラー
は人々に様々なたとえを挙げる。

18 主の唯一性と服従へと呼びかけられ、それに応じた信徒たちには、よい報奨として天国がある｡その呼びかけに応じなかった不
信仰者たちは、もし地上で様々な種類の財産と、それと同様のものを更にもう一つ所有していたとしても、それらすべてを罰の免除
のための償いとして施しただろう｡呼びかけに応えなかった者たちはすべての悪行を清算され、その行き先は地獄となる｡その寝
床と定住先は、何と忌まわしいことか｡

本諸節の功徳:
●アッラー以外のものに対する多神教徒の祈りと、援助の請願という誤り｡それは正しい手段に則っていないためであり、その状態
を、水を飲もうと手を伸ばすが、それに届かずに水を飲めない状態にある者にたとえている｡
●クルアーンにおける説明の方法として、たとえがある｡それは具体的なもので抽象的なものを分かりやすくする｡
●すべての被造物が、自発的に、あるいは嫌々と、アッラーにサジダすることの確証｡嫌々であっても、天性がそうすることを義務づ
けるのである｡

۱۰۱
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19 使徒よ、アッラーがあなたに下したものを疑いのない
真理と知り、信じ、アッラーに応える者と、盲目で不信仰
でアッラーに応えない者は同じではない｡正常な理性の
持ち主だけが、そこから教訓を得る｡

20 アッラーに応える者とは、アッラーに対しても人に対し
ても約束を守り、契約を破らない者｡

21 アッラーがつなぐように命じる近親の絆を結び、主を
恐れてそのご命令と禁止事項を守り、すべての行った罪
をアッラーに清算されることを危惧する者｡清算の際に
議論される者は、破滅するのである｡

22 また、アッラーへの服従と、自分が気に入ることでもそ
うではないことでも、その定めに忍耐し、アッラーのお喜
びを求めて罪を犯すことを我慢する者｡礼拝を完全な形
で行い、授かった財産から義務のものを施すだけでなく
任意の施しも行い、時には人目を恐れて密やかに、また
時には他人への奨励のために公(おおやけ)に施す者｡
他人から悪くされても、善行で返す者｡これらの特徴を持
つ者たちには審判の日、よい結末がある｡

23 このよい結末とは、天国｡かれらはそこで永遠の安寧
の中に過ごす｡また更なる恩恵として、正しかった父母
ら、配偶者、子供らがかれらと共にそこに入る｡かれらと
の出会いは更なる安堵をもたらす｡また天使たちは天国
の住居のあらゆる戸口から、祝福をしにやって来る｡

24 天使たちは｢あなたがたに平安あれ｣と挨拶する｡つ
まり｢アッラーへの服従、辛い定め、罪への抑制における
忍耐のため、あなたがたは害悪から無事となった｡｣あな
たがたの行き着いた世界は、何と素晴らしいことか｡

25 他方、アッラーとの厳粛な契約を破り、アッラーがつな
ぐように命じた近親の絆を断ち、至高のアッラーに背い
て地上を退廃させる者たちは、不幸な者たち。かれらは
アッラーのお慈悲から遠ざけられ、地獄という悪い結末がある。

26 アッラーはお望みの者の糧を増やし、減らされる｡豊かさは、幸福やアッラーからの寵愛の印ではない｡貧しさが不幸の印という
わけでもない｡不信仰者たちは現世の生活に喜び、そこに安住しているが、現世の生活は来世に比べれば消え行くわずかな楽し
みにすぎない｡

27 アッラーとその印を否定する者たちは、言う｡｢ムハンマドが言っていることの正しさを示す印が、アッラーから下らないのか？そ
うすればわたしたちは信じるのに｡｣使徒よ、言え｡｢アッラーはお望みの者をその公正さによって迷わせ、悔悟する者をその恩寵に
よって導かれる｡導きは印と関連づけるほど、かれらの思い通りになるわけではない｡｣

28 アッラーが導いた者たちこそは、信仰した者たち。かれらの心はアッラーへの賛美と唱念、クルアーンの読誦と拝聴等の様々な
唱念で安らぐ。アッラーの唱念によってのみ心は安らぐのであり、かれはそうされるにふさわしいのだ。

本諸節の功徳:
●近親の絆、アッラーへの恐れ、約束の遵守、忍耐、施し、悪行を善行で返すことなど、天国に入る理由となる道徳の勧め｡その逆の
ことに対する警告｡
●糧はアッラーが司る｡アッラーからの糧の多寡のために、人は悲喜すべきではない｡それは人に対するアッラーのお喜びや怒り
を表すものではないためである｡
●多神教徒たちがその実現を要求するような印や奇跡は、必ずしも導きと関連があるわけではない｡
●心にもたらされる安心は、信徒に対するクルアーンの効果の一つである｡
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29 アッラーを信じ、かれへと近づける正しい行いをする
者たちには、来世でよい生活がある｡かれらには、よい結
末としての天国がある｡

30 使徒よ、先代の使徒たちを各々の社会に遣わしたよ
うに、われらはあなたをあなたの社会に遣わした｡それ
は、あなたに下されたクルアーンをかれらに読み聞かせ
るため｡それだけであなたの正直さの十分な証明なの
だが、かれらは慈悲あまねきお方(アッラー)を否定し、か
れに他のものを並べるがゆえに、かれの印も否定してい
る｡使徒よ、かれらに言え｡｢あなたがたが他のものを並
べている慈悲あまねきお方は、わたしの主であり、他に崇
拝すべきもののないお方｡わたしはかれにすべての物事
を任せ、かれに悔悟する｡｣

31 諸啓典の特性が、山を動かし、大地を裂いて河川や泉
を出現させ、その読誦によって死人を生き返らせること
だったとしたら、このクルアーンは明白な証拠であり偉大
な効果があるのだ｡それはかれらの心が敬虔だったとし
たらなのだが、かれらは否定者なのである｡奇跡やその
他のすべての物事は、アッラーに属する｡アッラーを信じ
る者たちは、もしかれが印を示すことなしにすべての者
の導きをお望みなら、そうされたことを知らないのか？し
かし、かれはそうお望みにはならなかった｡アッラーを否
定する者たちには不信仰と罪のため、かれら、あるいは
かれらの住まいの近くに厳しい災難が下り続ける｡それ
は続けざまの懲罰というアッラーの約束が訪れるまで続
く｡アッラーは既に約束していることの時期が来たら、そ
れを必ず遂行する｡

32 あなたは最初に嘘つき呼ばわりされ、嘲笑された使
徒ではない｡使徒よ、あなた以前の社会はその使徒を蔑
み、嘘つき呼ばわりしたのだ｡使徒たちを否定した者た
ちは、われがかれらを滅ぼさないと思うまで猶予され、
その後に様々な罰で襲われたのである｡かれらへのわが
罰はどのようなものだったか？それは厳しいものだった｡

33 すべての被造物の糧の保護、すべての者の行いの監視、それに対する報いを行うお方が崇拝されるにふさわしいのか？それと
も崇拝されるに値しない、これらの偶像か？不信仰者たちはそれらを不正と嘘により、アッラーの共同者とした｡使徒よ、言え｡｢そ
の主張が本当なら、あなたがたがアッラーに並べて崇拝している共同者らの名前を告げてみよ｡それともあなたがたは、アッラー
がご存知でない地上での共同者らについて、かれに告げるというのか？それとも実質のない表面的な言葉を語っているだけなの
か？｣いや、悪魔が不信仰者たちに悪い振る舞いを美しく見せて、アッラーを否定させ、正しい道から逸らせたのだ｡アッラーが正し
い道から逸らせた者を導く者はない｡

34 かれらには、現世において信仰者たちから殺されたり捕囚されたりするといった罰がある｡しかし来世での罰は、現世での罰よ
りも激しく重い｡そこには過酷さと永遠があり、審判の日にかれらをアッラーの罰から守ってくれる者はない｡

本諸節の功徳:
●すべての啓典は導きのために下されたというのが原則であり、印を下すためではない｡アッラーは印をいつでも好きなように下
す｡
●預言者に対するアッラーの慰め｡多神教徒から嘘つき呼ばわりされることは、過去の預言者たちもされていたことだという教示｡
●悪魔は罪や退廃といった行いを美しいものに見せることで、人を迷わせる｡
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35 アッラーのご命令と禁止事項を守る敬虔な者たちに
約束された天国は、その邸宅と木々の下から河川が流
れ、現世とは違って常なる果実がある｡影は消えることが
なく減ることもない｡それが、アッラーのご命令と禁止事
項を守る敬虔な者たちの行き先｡不信仰者の行き先は永
遠の地獄である｡

36 使徒よ、われらが律法書を授けたユダヤ教徒たち
と、福音書を授けたキリスト教徒たちは、あなたに下され
たものとかれらに下されたものが部分的に一致している
ため、喜ぶ｡しかしかれらの一派には、あなたに下された
ものがかれらの私欲と一致しなかったり、かれらを改ざ
ん者と描写したりしているために、その一部を否定する｡
使徒よ、言え｡｢アッラーはかれだけを崇拝し、かれに何
も並べないよう、わたしに命じた｡わたしはかれだけに祈
る｡かれだけがわたしの帰り場所｡律法書も福音書も同
様に教える｡｣

37 使徒よ、われらは過去に各民族の言葉で諸啓典を下
したのと同様に、真理を明らかにするアラビア語の決定
的な言葉として、あなたにクルアーンを啓示した｡あな
たにアッラーの知識が下された後、啓典の民の私欲と
合わない部分を消すという、かれらの欲望に従ったとす
れば、アッラーを差し置いてあなたの諸事を見守る守護
者も、敵に対する援助者も、かれの罰を阻んでくれる者
も、あなたにはいなくなる｡

38 使徒よ、われらはあなた以前にも使徒たちを人間と
して遣わした｡あなたは特異な使徒などではない｡われ
らは他の人間同様、かれらに妻や子供を与えたのであ
り、結婚もせず子供も作らない天使にしたのではない｡
あなたもそのような人間の使徒なのに、多神教徒たちは
なぜ驚くのか？使徒はアッラーのお許しなく、印をもたら
すことはない｡アッラーが定めたことはすべて、書のなか
に記されている｡期限は早まることも遅れることもない｡

39 善悪や幸福・不幸など、アッラーはお望みのものを取り消し、お望みのものを確定する｡かれの御許には守護された碑板(ひば
ん)があり、それがこれらすべての典拠である｡取り消しでも確定でも、起こることはすべて、その内容と一致する｡

40 預言者よ、もしわれらがあなたの他界前に、かれらに約束した罰の一部をあなたに見せるにせよ、あるいはその前にあなたが
亡くなるにせよ、あなたは伝えるべきことを伝えるだけなのだ｡かれらに報いたり、かれらを清算したりするのはわれらの仕事であ
る｡

41 彼ら不信仰者たちは、われらがイスラームを広め、ムスリムが勝利を得ることによって、不信仰の土地を減らしていくのを見ない
のか？アッラーは僕たちに対し、お望み通りに定める｡かれの決めたことを変える者などいない｡かれは清算が早いお方であり、一
日で最初の者から最後の者まで清算してしまう｡

42 過去の民は預言者たちに悪巧みをし、かれらが伝えることを嘘よばわりした。しかしかれらには何も出来なかった。アッラーの采
配こそが真の采配であり、かれは被造物の行いすべてをご存知であり、わからないことは何一つない。その時、これら信仰を拒否
した者たちはアッラーを信じなかったことの間違いの大きさを知り、信徒たちがいかに正しかったかを知るのだ。こうして信徒は天
国とよい結末を手にする。

本諸節の功徳:
●流れる河川、尽きない糧と影といった天国の特性の描写による、天国への奨励｡
●知識を得た後に欲望を追求することの危険性｡それはアッラーによる罰の原因である｡
●使徒たちは人間であり、妻も子孫もある｡預言者も彼ら同様で、特異なわけではない｡
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43 不信仰者たちは言う｡｢ムハンマドよ、あなたはアッラ
ーから遣わされた者ではない｡｣使徒よ、言え｡｢わたしが
あなたがたに遣わされたことの証人は、アッラーと、わた
しの描写がある啓典についての知識がある者たちだけ
で十分｡｣アッラーが正しさを証言する者に対しては、誰
が嘘よばわりしても無駄である｡

14．イブラーヒーム章
マッカ啓示

本章の趣旨:
説明と伝達による使徒たちへの励ましと、かれらに従お
うとしない者たちへの懲罰による警告。

説明:
1 「アリフ・ラーム・ラー」については、雌牛章冒頭に同
様の節の説明あり。使徒よ、このクルアーンはあなたに下
された啓典で、人々を不信仰と無知と迷いから、信仰と
知識とイスラームの宗教への導きへ至高のアッラーのご
意志とお助けによって救い出すもの。イスラームこそは偉
大で、全てにおいて賛美されるアッラーの道。

2 アッラーにこそ天地にある全ての主権は属する｡かれ
こそは、何ものをも並べることなく崇拝されるに値する唯
一のお方｡不信仰者たちは強烈な罰を受けるだろう｡

3 不信仰者たちは現世とそこにある束の間の享楽を、来
世とそこにある永遠の享楽よりも好む｡かれらは人々を
アッラーの道から逸らし、真理と正しさから外れた曲がっ
た道を求める｡このような特徴の者たちは、真理から遠く
離れた迷いの中にある｡

4 われらが使徒を遣わす時には必ず、民の言語を話す
者を遣わした｡それはかれらがアッラーから伝えることが、理解しやすくするため｡われらは人々にアッラーの信仰を強制させるた
めに、かれらを遣わしたのではない｡アッラーはその公正さによってお望みの者を迷わせ、その恩寵によってお望みの者を導かれ
る｡かれは誰にも制圧されない偉大なお方であり、創造と采配において英知あふれるお方｡

5 われらはムーサーを遣わした｡そしてかれがアッラーから遣わされた者であり、正直であることを証明する印で、かれを援助し
た｡われらはかれに、民を不信仰と無知から信仰と知識へと救い出すことを命じ、かれらが恩恵を授かったアッラーの日々を思い
出させるよう命じた｡それらの日々には、アッラーの唯一性と偉大な力、信仰者に対する恩恵という明証があるのだ｡これが役立つ
のは、アッラーへの服従行為において忍耐強く、かれの恩恵に対して感謝深い者である｡

本諸節の功徳:
●クルアーンが啓示された目的は、人々を虚妄の闇から真理の光へと導き出すことである｡
●使徒はその民の言葉を話す｡それがより理解しやすく、かつ受け入れられやすいからである｡
●使徒の役目は、闇から光へと人々を救い出すため指導することに要約される｡
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6 使徒よ、ムーサーが主の命令に従って、イスラーイー
ルの子らの民にアッラーの恩恵を思い出させつつ、こう
言った時のこと｡｢民よ、アッラーがあなたがたをフィル
アウンの一族とその抑圧から救った時の、あなたがたへ
の恩恵を思い出せ｡かれらはあなたがたを手ひどく罰し
た｡フィルアウンの王権を揺るがせないよう、あなたがた
の男児は殺し、女児は辱しめるために生かしておいた｡
かれらのこの行いは、あなたがたの忍耐を試す偉大な
試練だった｡アッラーはフィルアウンの一族の抑圧から
救い出すことで、あなたがたの試練に対する忍耐に報
いたのだ｡｣

7 ムーサーは言った｡｢主があなたがたにこう宣言した
時のことを思い出せ｡“あなたがたが授かったそれらの
恩恵に感謝するなら、アッラーはそれを更に増やして下
さる｡しかし感謝せずに恩知らずになれば、そのような者
に対するアッラーの罰は激しい｡”｣

8 ムーサーは言った｡｢民よ、あなたがたと、地上の全て
の者が不信仰だったとしても、あなたがたの不信仰は自
分自身を害するだけ｡アッラーはご自身だけで十全であ
り、その本質だけで賛美されるべきお方｡信徒の信仰心
がかれを益することも、不信仰者の不信仰がかれを害す
ることもない｡｣

9 不信仰者たちよ、ヌーフの民、フードの民アード、サー
リフの民サムード、あるいはその後に出現した、あなた
がた以前に(真理を)嘘よばわりした民が滅亡した知らせ
は、あなたがたに届かなかったのか？その数は多く、数え
上げることが出来るのはアッラーのみ｡使徒たちが明証
と共にかれらのもとにやって来たが、かれらは使徒たち
への怒りから口に手をやってかみつつ、言った｡｢わたし
たちはあなたがたが伝えるものを、否定する｡あなたが
たが招いているものに、疑念がある｡｣

10 使徒たちは言った｡｢アッラーだけを崇拝することに
疑念があるのか？かれは天地の創造主であり、先例のない形でそれらを存在させたお方｡かれは、あなたがたの過去の罪を抹消
し、現世の生活の決められた寿命を全うするまで猶予を与えるべく、かれへの信仰へと呼びかける｡｣民は言った｡｢あなたがたは
わたしたちと同じ人間で、わたしたちより優れているわけではない｡あなたがたはわたしたちの祖先が崇拝していたものへの崇拝
から、わたしたちを背けようとしている｡あなたがたがアッラーからの使徒であることの正しさを示す明証を見せてみよ｡｣

本諸節の功徳:
●アッラーの恩恵を思い出させることによる戒めは、特にそれが敵への勝利や救いといった大きな恩恵だった場合、布教の一手段
となる｡
●感謝に対する更なる恩恵の約束はアッラーの寵愛だが、恩知らずな者には厳しい警告がある｡
●人の不信仰がアッラーを害することなどはなく、人の信仰がかれを益することもない｡かれは十全で、その本質において讃えら
れるべきお方｡
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11 使徒たちは民に言った。「わたしたちはあなた方同
様、人間だ。それは否定しないが、わたしたちが全てにお
いて同等なわけではない。アッラーはお望みの者に特別
な恩恵を授け、使徒たちをお選びになる。あなた方が求
める証拠は、アッラーがお望みにならなければ、わたした
ちがもたらすことは出来ない。それができるのはアッラー
だけである。信者は全ての物事において、アッラーだけ
を頼みとすべきなのだ。

12 わたしたちがかれに委ねない理由があるだろうか？
かれはわたしたちを最も正しい道に導き、それを明らか
にした御方。わたしたちは嘘呼ばわりや嘲笑といったあ
なた方からの嫌がらせに、必ずや耐え忍ぶだろう。信者
は全ての物事において、アッラーだけを頼みとすべきな
のだ。」

13 民の不信仰者たちは議論に対抗できなくなり、言っ
た｡｢あなたがたを町から追い出してやる｡あるいは、わ
たしたちの宗教に戻って来い｡｣アッラーは使徒たちを励
まし、こう啓示した｡｢アッラーとその使徒たちを否定した
不信仰者たちを、滅ぼそう｡

14 使徒とその追従者たちよ、われらはかれらを滅ぼした
後、あなたがたをその地に住まわせよう｡嘘呼ばわりした
不信仰者たちの滅亡と、かれらの滅亡後に使徒たちと信
徒たちがその地に居住することの知らせは、わが偉大さ
と監視を意識し、罰による警告を恐れた者たちのため｡｣

15 使徒たちは主に、敵への援助を求めた｡真理が明白に
なった後、それに従わず頑固で高慢だった全ての者は損
失した｡

16 審判の日、この高慢な者の前には地獄があり、かれを
見守っている｡かれには地獄の民の身体から流れる膿(う
み)が飲まされ、喉の渇きを癒せない｡かれは喉の渇きそ
の他様々な罰で、罰され続ける｡

17 無理矢理少しずつ飲もうとするが、その苦さ、熱さ、臭さで飲み込めない｡味わう罰の厳しさのため、あらゆる方面から死がやっ
て来るが、死んで楽になることもない｡生きて罰を味わい続け、更なる厳しい罰がかれを待ち受ける｡

18 施し、善行、弱者への慈悲など、不信仰者が行う善行は、風の強い日に強風にさらされて飛ばされ、跡形もなく四方に散る灰のよ
う｡不信仰者の善行もその不信仰により飛び散り、審判の日には無益になる｡信仰によらない行いは、真理の道から遠く迷い去っ
ている｡

本諸節の功徳:
●預言者も使徒もアーダムの子孫であり、人間である｡しかしアッラーは使徒とするためにかれらをその中から選び、特別にする｡
●変化を望む布教者は、多くの困難に直面することを覚悟する必要がある｡つまり追放、拒否、言動による害悪などである｡
●布教者や正しい人々は、勝利や大地の相続を約束されている｡
●不信仰者の善行はその不信仰のために、無意味かつ無効となる｡
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19 人間よ、アッラーがいたずらにではなく、真理によって
天地を創造したのを知らないのか？人々よ、もしかれが
お望みなら、あなたがたを滅ぼして、かれに従い崇拝す
る別の民を、あなたがたの代わりに出現させる｡それは
かれにとって簡単なこと｡

20 あなたがたを滅ぼし、別の民を出現させることは、か
れにとって不可能でない｡かれは全能のお方｡

21 復活の日、人々はアッラーへと向かって墓場を出て行
く｡弱者だった追従者たちは、指導者たちに言う｡｢指導
者たちよ、わたしたちはあなたがたの追従者で、あなた
がたの命令と禁止に従っていた｡あなたがたはわたし
たちを、アッラーの罰から守ってくれるのか？｣指導者た
ちは言う｡｢アッラーがわたしたちを導いてくれたなら、
わたしたちもあなたがたのことも導いて、全員かれの罰
から救われたのだが｡しかしかれがわたしたちを迷わせ
たので、わたしたちもあなたがたを迷わせたのだ｡罰に
あがこうと忍耐しようと、同じこと｡罰からの逃げ道はな
い｡｣

22 天国の民が天国に、地獄の民が地獄に入る時、イブ
リースは言う｡｢アッラーはあなたがたに真の約束をし、
それを全うした｡わたしはあなたがたに嘘の約束をし、そ
れを全うしなかった｡わたしには現世で、あなたがたに不
信仰や迷いを強制する力はなかった｡わたしはあなたが
たを不信仰へと招き、罪をきらびやかに見せ、あなたが
たは早々とわたしに従ったのだ｡ゆえに自分たちの迷い
についてわたしを咎めず、自分たちを咎めよ｡それがあ
なたがたに相応しい｡わたしはあなたがたを罰から救う
ことも出来ず、あなたがたもそうすることは出来ない｡あ
なたがたはわたしをアッラーに並べて崇拝したが、わた
しはそのことから無関係だ｡現世で多神教を犯し、かれ
を否定した不正者たちには、審判の日に痛ましい罰があ
る｡｣審判の日における不信仰者の行き先の言及による
警告がなされた後、信徒の行き先の言及によってそこへ
の勧めがなされる｡

23 不正者たちとは異なり、信仰し正しい行いをしていた者たちは、その邸宅と木々の下から河川が流れる天国に入れられる｡かれ
らは主の許可と御力により、そこに永遠に留まる｡かれらはお互いに挨拶し合い、天使たちからも主からも平安の挨拶を受ける｡

24 使徒よ、あなたはアッラーが｢アッラーの他に崇拝すべきものなし｣というアッラーの唯一性の言葉に対し、どのようなたとえを挙
げたのか知らないのか？かれはそれを、よい木、つまりナツメヤシの木にたとえた｡その根はしっかりとした地面に下ろされ、よい管
を通して水を吸収する｡その枝は天にそびえ、しずくを吸い、よい空気を取り入れる｡

本諸節の功徳:
●虚偽において追随する者もされる者も、その結末は悪いものとなる｡
●悪魔は人間にとって最大の敵だが、嘘つきであり、弱い失望者である｡審判の日に追従者はおろか、自分自身に対する力も有し
てはいない｡
●イブリースはアッラーの約束が真実であり、悪魔の約束が完全な嘘であることを認める｡
●アッラーの唯一性の言葉と、よい果実と高くそびえる枝、しっかりとした根を持った木の相似性｡
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25 このよい木は、主のお許しと共にどんな時でもよい果
実を提供する｡アッラーは人々が教訓を受けるようにと、
たとえを挙げられるのだ｡

26 他方、多神教の悪い言葉は、悪い木のようである｡こ
れはコロシントウリ(ツタ科)の木のことで、根っこから抜
かれ、地に安定しておらず、天に高くもならない｡それは
枯れ死に、風によって吹き飛ばされる｡不信仰の言葉は
消え行くのであり、よい行いがあってもアッラーの御許ま
で上がって行くことはない｡

27 アッラーはかれの唯一性の堅固な言葉によって、信徒
を堅固にする｡現世の生活において死ぬまで、墓の中の
質問の試練でも、また審判の日にも、完全な信仰心によ
って堅固にする｡またアッラーは、多神教とかれに対する
不信仰による不正者たちを、正道から迷わせる｡アッラー
はお望みの者を公正さによって迷わせ、お望みの者をそ
の恩寵によって導く｡かれが強制されることはない｡

28 あなたは、クライシュ族のうちのアッラーとその使徒
を否定する者たちの状況を、確かに見た｡かれらは清域
での安全や、ムハンマドがかれらのうちに遣わされたこ
とというアッラーからの恩恵に対し、不信仰によって応じ
た｡かれらは使徒が伝えるものを否定し、不信仰におい
てかれらに従った者を滅亡の地に陥らせた｡

29 滅亡の地とは、かれらが入り、その熱さに苦しむこと
になる地獄｡その定住地は何と忌まわしいことか｡

30 多神教徒たちは自分たちがアッラーの道から迷った
後、かれらに従った者たちも迷うように、アッラーに共同
者を作った｡使徒よ、言え｡｢現世で欲望を満喫し、それを
広めるがよい｡審判の日のあなたがたの帰り所は、地獄
以外の何ものでもない｡｣

31 使徒よ、言え｡｢信徒たちよ、礼拝を完全な形で行い、
授かった財産から義務のものを施すだけでなく任意の施しも行い、時には人目を恐れて密やかに、また時には他人への奨励のた
めに公(おおやけ)に施せ｡売買も、アッラーの罰からの償いも、執り成してくれる友人の友情もない日が来る前に｡｣

32 アッラーは前例のない形で天地を創造し、天から雨を降らせ、それによってあなたがたへの糧として様々な果実を実らせたお
方｡かれの定めにより、水上に走る船、そこから飲み、家畜や農作物に水をやる河川を、あなたがたに仕えさせた｡

33 またかれは、運行し続ける太陽と月、交替する夜と昼を、あなたがたに仕えさせた｡夜はあなたがたの休息、昼はあなたがたの
活動と努力のためにと｡

本諸節の功徳:
●不信仰の言葉と、コロシントウリの相似性｡それは高く伸びずに地を這い、よいものを生まず、長く生き続けない｡
●礼拝と喜捨の命令と、来世の言及との関連性。それはそれら二つを通してこそその日の救いがあることの告知である。
●アッラーの偉大な恩恵を数え上げることには、ある種の者たちのそれらの恩恵に対する忘恩と否定の示唆が見受けられる｡

۱۰۹
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34 かれはあなたがたが求めるものも、そうでないもの
も、全てあなたがたに与えた｡アッラーの恩恵を数え上
げようとしても、その多さのためにそうすることは出来な
い｡あなたがたに言及された恩恵は、単なる一例である｡
人間はアッラーの恩恵に対する否定の多さゆえ、自分自
身に不正を働く者｡

35 使徒よ、イブラーヒームが息子イスマーイールとその
母ハージャルをマッカの谷に住まわせ、こう言った時の
ことを思い出させよ｡｢主よ、わが家族を住まわせた土地
であるマッカを、流血もなく不正もない安全な町として下
さい｡わたしとわが子孫を、偶像崇拝から遠ざけて下さ
い｡

36 主よ、偶像は多くの人々を迷わせました。かれらはそ
れらが執り成してくれると思って誘惑され、アッラーを差
し置いてそれらを崇拝しました。アッラーの唯一性と服従
においてわたしに従った者は、わたしの一派です。しか
しわたしに従わなかった者については、あなたはお望み
の者をお赦しになり、慈悲をかけて下さる御方。

37 主よ、わたしはわが息子イスマーイールとその子孫
を、マッカの谷に住まわせました｡あなたの館の近くには
農作物も水もありません｡主よ、わたしはかれらを館の近
くに住まわせましたが、それはかれらがそこで礼拝を守
るためです｡だから主よ、人々の心をかれらとこの土地
へと慕わせ、かれらがあなたの恩恵に感謝するように、
かれらに果実をお授け下さい｡

38 主よ、あなたはわたしたちが秘密にすることも公(お
おやけ)にすることも、全てご存知です｡天地においてア
ッラーが知らないものはなく、わたしたちの困った状況
についても同様です｡

39 感謝と賛美はアッラーにこそあります｡かれは正しい
者をお授け下さいというわたしの祈りに応え、年寄りに
なった後、ハージャルからイスマーイールを、サーラからイスハークを恵んでくれました｡わが主はかれに祈る者を聞き届けるお方｡

40 主よ、わたしとわが子孫を、完全な形で礼拝を行う者として下さい｡主よ、わたしの祈りに応えて、それを受け入れて下さい｡

41 主よ、わたしとわが両親の罪をお赦し下さい(これは父親がアッラーの敵であることが判明する前のこと｡それが判明した後に
は父親との関係を断った)｡また、清算のために主の御前に立つ日に、信徒たちの罪も｡｣

42 使徒よ、不正者たちへの罰に対するアッラーの猶予を、かれらの嘘よばわりやアッラーの道の阻止など、かれらの行いに対する
かれの不注意だと考えてはならない｡かれはそのことも、全てご存知｡かれは、そこで目にする恐怖ゆえに視線が上に向けられる審
判の日まで、かれらの罰を猶予される｡

本諸節の功徳:
●預言者イブラーヒームがそのために祈った、マッカの徳｡
●どれだけ服従と崇拝行為において卓越しても、人は自分自身と子孫に対し、多神教の明白なものと微妙なものを恐れるべきであ
る｡
●イブラーヒームの祈りは、どれだけ人の位が高かったとしても、アッラーを必要とし続けることを示している｡
●子孫に対して正しさとよい信仰、宗教儀礼の遂行における成功を祈るのは、教育の手法の一つ｡
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43 人々が墓場から、呼ぶ者へと急いで出て行く時、かれ
らは頭を上げて不安そうに天を眺める｡視線は自分自身
に戻らず、恐怖の光景に釘付けになる｡心は空っぽで、余
りの恐ろしさゆえに理性も働かない｡

44 使徒よ、あなたの共同体を、審判の日のアッラーの罰
に対して恐れさせよ｡その時、アッラーへの不信仰と多
神教ゆえに自らに不正を働いた者たちは、言う｡｢主よ、
わたしたちを猶予して、罰を遅らせて下さい｡少しだけわ
たしたちを現世に戻して下さい｡そうすればあなたを信
じ、あなたが遣わした使徒を信じます｡｣すると、お咎め
の返答がされる｡｢あなたがたは死後の復活を否定し、
現世から来世に移ることなどないと現世で誓っていたの
ではないか？

45 あなたがたは、アッラーへの不信仰ゆえに自らに不正
を働いていた、フードやサーリフの民といった、あなたが
た以前の不正の民の土地に滞在した｡そしてわれらがか
れらに下した破滅は、明らかになったのだ｡われらはあ
なたがたが教訓を得るように、アッラーの書の中で様々
なたとえを挙げたが、あなたがたは教訓を得なかった｡｣

46 不正な民の住みかに滞在していた者たちは、預言者
ムハンマドの殺害とその布教の壊滅をたくらんだ｡アッ
ラーはかれらの企(たくら)みも全てご存知であり、かれ
らの企みは弱いもの｡アッラーのご采配と異なり、かれら
は山すらも無くすことが出来ない｡

47 使徒よ、アッラーが使徒たちを援助し、宗教を勝利さ
せるというかれのお約束に反すると考えるのではない｡
かれは誰にも負けることがない偉大なお方であり、その
援助者たちを威光高きものとする｡そしてかれとかれの
使徒たちの敵に、厳しく報復される｡

48 不信仰者たちに対するこの報復は、大地が純白の別
の大地と、天が別の天と取って替えられる審判の日に起
こる｡人々は自らの身体と行いと共に墓場から現れ、アッ

ラーの御前に立つ｡かれはその王権と偉大さにおいて唯一のお方、制圧されることはなく制圧するお方｡

49 － 50 使徒よ、大地が別の大地と、天が取って替えられる日、あなたは不信仰者たちや多神教徒たちが、互いに枷(かせ)を付けて
つながれているのを見る｡両手足は首にくさりでつながれ、衣服は燃えやすいタール製｡歪む顔を炎が覆う｡

51 それはアッラーが全ての者に、善行や悪行に対して報いるため｡アッラーは行いの清算が早いお方｡
52 ムハンマドに下されたこのクルアーンは、アッラーから人々への通知｡その中にある警告を人々が恐れ、アッラーだけが真に崇拝
すべきお方であることを知り、かれに何も並べることなく崇拝するためである｡また、正しい理性を備えた者たちが教訓を役立て、
戒(いまし)めを得るためである｡

本諸節の功徳:
●人々の不安、恐怖、弱さ、天地が別のものと取って替えられることなどの、審判の日の光景の描写｡
●審判の日に罪と不信仰の民を襲う、罰の厳しさと屈辱の描写｡
●現世の生活において恵まれた状況にある者は、服従行為に努力すべきである｡審判の日にアッラーによって復活させられたら、
もう機会は与えられない｡
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